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従来殆ど利用されていなかった「メロン」の不可食部（茎葉部・皮部・種子）を原料として、

それらが含有する植物情報物質（抗菌活性物質、多糖、機能性成分等）に着目し、天然物化学

や植物生理学的手法により有用・有価物質の探索・抽出・分離法を開発する。特に植物細胞壁

由来オリゴ糖や苦味成分・抗菌成分そして植物が含む脳内物質について検討し、食品（原料）

の試作を行った。

（１）農家廃棄すぐりメロン（除種子）汁よりペクチン分解物としてオリゴ糖を得た。

（２）メロン加工行程にて廃棄される種子より粗脂肪が得られこれを精製しメロンオイルの試作

品ができた。

（３）上記種子を発芽させることにより得られるモヤシよりメラトニンが含まれることが明らか

となった。

（４）農家廃棄すぐりメロン種子にはかなりの量のククルビタシンが含有さることがわかった。


